
【第５学年国語】 

理由を記述する「組み立て表」の活用で、説得力のある意見文を書く 

 

１ 指導計画 

 

 

 

 

２ 指導のポイント 

  この問題は、長なわ大会の実施に関する各学年のアンケート結果や、スポーツ委員会における話し

合いの様子を基にして、クラス対抗で行うか、たてわり班で行うか、どちらかの立場に立って説得力

のある意見文を書くものである。ここでは、資料を関係付けて読み取る力や、意見の理由を明確に記

述する力、問題点を理解した上で解決策を提案する力、段落を構成する力などが必要となる。そこで、

これらの力を付けるために、次の三つの段階を踏みながら指導に当たる。 

 １時間目 

  まず、資料を読み取る。長なわ大会のねらいや方法を確認後、アンケート結果の資料から双方の意

見のよさと問題点をつかむ。次に、話し合いの様子の資料から、発言者の立場や考えをはっきりと表

している文や言葉に着目して、発言者の立場とその理由をとらえる。最後に、意見の述べ方をつかむ。 

 ２時間目 

   双方の問題点はどのような方法で解決できるか考える。自分の体験や予想、問題点の解決策を述べ

ることが説得力を高めることにつながることを確認した上で、「組み立て表」を作成する。「組み立て

表」では、自分の立場を決めた後、「自分の体験や予想」「問題点とその解決策」の 2 つの観点から立

場を裏付ける理由を書き出す。 

 ３時間目 

   「組み立て表」を用いて意見文を書く。書き終えたら仲間と読み合い、文の型や説得力を生む表現

に着目して相互評価し、説得力のある意見文の書き方を確認する。 

 

３ 各時間の指導 

１時間目：資料を読み取り、双方によさと問題点とがあることを確認し、意見の述べ方を学ぶ 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

長なわ大会のねらいと方法を確認する 

＜資料１より＞ 

T 長なわ大会のねらいと方法は何ですか。 

・ ねらいは、みんなが団結して、長なわとびがじょうずになることです。 

・ １・２年生は１０人で一緒にとんで、３～６年生は８の字とびをします。 

アンケート結果の資料を読み取る 

T アンケート結果の数値からどんなことが分かるでしょう。 

 

 

・ 表の見方を確認す

る。実態に合わせて、

項目や数値の読み方

を指導する。 

 

１時間目 資料を読み取り、双方の意見によさと問題点があることをとらえ、意見の述べ方をつかむ。 

２時間目 資料を基にして、説得力のある意見文の書き方をとらえ、「組み立て表」を作る。 

３時間目 立場とその理由を明確にした意見文を書き、交流する。 



＜資料２ アンケート結果①より＞ 

・ ３～５年生は、たてわり班対抗に賛成している人が多いです。 

・ 全体的にみると、クラス対抗でもたてわり班対抗でも大差はないです。 

T それぞれ、賛成の理由と問題点を確認しましょう。 

＜資料３ アンケート結果②より＞ 

・ たてわり班対抗は、学年に関係なく団結力が高まりそうだけど、練習時

間が取りにくいのが問題です。 

・ クラス対抗は、クラスの団結力は高まるけど、全校としてのまとまりが

できにくいのが問題です。 

話合いの様子の資料を基に、意見の述べ方をつかむ 

T 資料１～３を基にした話し合い資料から、話し合う人たちそれぞれの意見

とその理由を読み取りましょう。 

 

・ 石田さんは、６年生のアンケート結果①を見て、クラス対抗に賛成して

います。 

・ 川口さんは、アンケート結果①から、たてわり班対抗に賛成しています。 

・ 岩木さんは、学年が違っても仲良くなれるからと言って、たてわり班対

抗に賛成しています。 

T 発言の仕方でよいと思うところを発表しましょう。 

・ 自分の立場を言ってから理由を言っているところがよいと思います。 

・ 理由が資料と結び付いているから、分かりやすいです。 

 ・ 理由に自分の体験などを入れていると、説得力があります。 

・  田中さんは、たてわり班対抗の問題点の解決策を述べています。 

・ 資料と資料とを関係

付けて考えられるよ

うに指導する。 

 

□双方とも賛成の理由

と問題点があること

が分かる。 

 

 

 

 

・ 黒板に資料を拡大し

て提示し、児童と一

緒に確認しながらサ

イドラインを引くこ

とで、話し手の意見

と理由を正しく読み

取れるようにする。 

 

・それぞれの案には、よ

さもあるが、問題点も

あることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□立場の表明⇒理由の

流れで発言している

ことが分かる。 

 



２時間目：話合い資料を基にして、説得力のある意見の書き方をとらえ、「組み立て表」を書く 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

T 問題点はどのような方法で解決できるか、話し合いましょう。 

 

＜クラス対抗の問題点の解決策＞  ＜たてわり班対抗の問題点の解決策＞ 

 

 

 

 

 

 

提示された構成を基に、「組み立て表」を作成する。 

T 「始め―中―終わり」の三部構成の文章を書きます。「中」の部分にどのよ

うに理由を書くと説得力が増すかを考えて、組み立て表を書きましょう。 

＜条件＞ 

① 「始め」に、自分が賛成する案について書く。 

② 「中」の一つ目に、自分が選んだ案に賛成する理由を書くこと。理由には、自分自身の体験や、賛

成する案を実行したらどうなるかの予想などを加えて書く。 

③ 「中」の二つ目に、自分が賛成する案の問題点と、それについての解決策や自分の考えを書く。 

④ 「終わり」には、賛成した案を選ぶとどんなことが達成されると思うか、ねらいとつなげて書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 資料を参考にしな

がら、改善策を考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 考える時間、書く時

間を保障する。 

 

・ 前時の学習をふり

返り、説得力のある

意見の書き方（体験

や予想を入れる、論

じ返しをする）を確

認する。 

 

・ 話合い資料に出て

きた理由も参考に

させ、関係付けて構

成してもよいこと

とする。 

 

□ 意見や理由の述べ

方をとらえること

ができたか。 

 

【
組
み
立
て
表
】 

   

・ クラス対抗ばかりになる。⇒ドッジボー

ル大会をたてわり班対抗にしてもよい。 

・ 全校のまとまりがない⇒せいそうの時

間にあいさつをしたり、低学年の世話を

したりすることを進んで行えばよい。 

・ 練習時間が取りにくい⇒そうじの時間

に相談して練習時間を決めればよい。 

・ 低学年に８の字とびはむずかしい⇒長

なわ大会までに練習時間をとって、低

学年に８の字とびを教えればいい。 

④
「
始
め
」
と
「
中
」
を
ま
と
め
て 

再
度
の
立
場
の
表
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３時間目：立場とその理由を明確にした意見文を書き、交流する 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

「組み立て表」を用いて意見文を書く。 

T 「組み立て表」を使って、説得力のある意見文を書きましょう。 

・ 「組み立て表」に文章を肉付けしていくといいです。 

・ つなぎ言葉をつかって段落をつなげていくといいです。 

互いに意見文を読み合って、感想を交流する。 

T 友達同士で文章を読み合い、交流しましょう。 

 

・ 理由に問題点の解決方法が書いてあって、説得力があります。 

・ ぼくの「終わり」は「始め」の繰り返しになっているから、「始め」と「中」

のまとめを入れてもう一度自分の考えを書きます。 

・ ３４０字以上書く

こととする。 

・ 書くことが苦手な

児童には、各段落の

書き出しを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 立場と理由を明確

にし、条件を満たし

た意見文を書くこ

とができたか。 

□ 理由の書き方に着

目して、互いの意見

文を読み合うこと

ができたか。 

 


